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婦人の健康生活について
過去の運動歴の有無の関係ー
On WomenらHealth
-Its Relations to their Past Experiences of Sports and Games一
晴山 紫恵子
Shieko Hareyama 
I はじめに
地球上は，交通戦争，公害戦争と近年増す増す住みにくくなる中て＼生命の管理職にあ
る婦人には，大きな使命がある。それを果すには，婦人自身が健康で、なくてはな らない。
そのーっとして，運動を取り上げてみた。
ここでは一つの運動種目を一年以上継続して経験した者を運動歴有者とし，それ以外の者
を運動歴無者として，次のことを考察し過去から現在そして未来へと継がる身体活動を考
えるー資料としたい。
①過去に運動歴を持つ婦人と持たない婦人とでは，健康観，健康意識，生活構造，スポ
ーツ及び身体活動の実施に相違がみられるのではないか。
②自己の運動歴となった種目が，現在の生活，未来の生活において再び実施される可能
性をどれくらいもっているか。また可能性が低いとしたら問題点はどこにあるか。
E 方 j去
1 .対象
札幌市在住の婦人に地区別の幼稚園，保育所，小学校，中学校，大学，各種学校の児童
生徒を通じ，また各種職場の女性に記入 してもらった。
2.方法
質問紙法
3.調査期日
予備調査昭和45年3月
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本調査昭和45年 5月5日～30日
4.調査人数
配布約 700名 回収率約60%
使用資料数 343名
E 結果と考察
ごこでは過去に一つの種目を一年以上継続して経験した者を運動歴がある者とし，一年
以内の経験かまたは何も経験していない者を運動歴がない者として扱うことにする。 10才
代と50才代の資料が不備な点が多いため省かせてもらう。運動歴有者は 110名，運動歴無
者は 233名でその割合は約3対7である。
1 .健康観
(1）健康と感じている現象
自己の健康状態をどのよう
に自覚しているかというと，
「よい」と感じている者は全
体の約25%, 「ふつう」約65
%，「わるしミ」約10%で，約90
%の者が健康だと感じている
ことがわかる。それらの者は
いったい何をもって健康で、あ
ると感じているのかというと
「食欲がありおいしいから」
「熟睡できるから」 「病気を
しないから」 「排便・生理が
順調だから」 が多い。これら
は健康の自覚の一般的考えを
代表するものと考えられる。
これを運動歴の有無でみると
「自覚症状がない」 「無理が
きく」 「肩がこらない」 「疲
れを感じない」 等の身体的現
象では有者がわずかに多く
「活気があり意欲がある」「生
活が楽しく 気持よい」等の精
表 1 運動歴の有る者と無い者の割合
記： 20 {-¥; 30 {-¥; 40 f℃ 総 i』, N % N % N % N % h 
有る者 49 53.3 34 24.3 27 24<3 llO 32.1 土 4.9
無い者 43 46.7 106 75.7 84 75.7 233 67.9 ± 5.2 
メ口〉、 言十 92 140 111 343 
（注） 百分率信頼幅（h）荻野式
表2 運動歴の有無の健康と感じる現象的比較
現一三＼＼工工工 有（llO) 無（233)
N % N % 
食欲がありおいしいと感じる 71 64.5 155 66.5 
熟睡できる 61 55.5 157 67.4 
病気をしない 53 48.2 101 43.3 
排便や生理が順調で、ある 52 47.3 99 42.5 
自覚症状もなく身体のどこも何ともない 35 31.8 37 15.9 
生活が楽しく気持よく感じる 33 30.0 84 36.1 
活気があり， 意欲がある（熱中できる） 29 26.4 66 28.3 
無理がきき，労働に十分耐えられる 25 22.7 31 13.3 
肩がと岳ない 24 21.8 37 15.9 
疲れを感じない 17 15.5 ll 4.7 
神的現象てもは無者がわ
ずかに多いが，いずれ
も差が認められるほど
ではない。
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図1 運動歴の有無の健康と感じている現象の比較
運動歴有
闇｜運動歴無
(2) 平常感じる症状
平常感じる自覚症状
について，日本産業労
働委員会の疲労のため
の機能検査法を用いて
調べた結果，身体的症
状では「肩がこる」53.4 
%，「足がだるい」 29.2
%，「身体のどこかがい
たい」 21.3掃の順であ
り，精神的症状では「ねむくなる」 32.9%, 「ちょ っとした事が思い出せない」 30.6%,
50 
と食 事丸 病頁l ある排便 の自 く生
あj舌 分無 肩カず 疲感欲 睡 ど覚 感7舌 る気 両tf里 れ
じが で を こ症 ビが （が えが 感をるあ き し 生 何も状も る楽 熱あ らき りり る な E里 し 中り れき な じ
お vミ f手 とな
気
で、 る労 L、 な
vミ 順調 もく き意 ｛動 し、し な身 持 る欲
しミ ても いf本 よ ）が 十
「もの事が気になる」 27.7%の順であり，神経感覚的症状では「目がちらつく，っかれる」
37.3%, 「まぶたや他の筋肉がピクピクする」 19.2%, 「めまいがする」 14.9%の順であ
る。これは東京教育大の平井淳氏らの「家庭婦人の健康の疲労に関する調査」の結果とほ
身体的症状項目
表3 自覚症状の項目
精神的症状項目 ｜ 神経感覚的症状項目
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1 .目がちらつく
目がつかれる
目がぼんやりする
2. 目がしぶい
目がかわく
3.動作がぎこちなくなる
動作がまちがったりする
4 足もとがたよりない
ふらつく
5.あじがかわる
臭がはなにつく
6.目まいがする
7.まぶたやその他の筋肉がび〈
ぴくする
8.耳がとおくなる
耳なりがする
9.手足がふるえる
10. きちんとしていられない
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ぽ一致した。また訴えた症状の割合は身体的症状約41%，精神的症状約35%，神経感覚的
症状約24%でわずかに差があった。
これを運動歴の有無の比較でみると，どこにも差は認められなかった。
表4 平常感じる症状の比較 図2 平常感じる症状の比較
zま 身体的症状 精神的症状 神経感覚的症状 神経感1犬覚「 身体 的症状T精神的症状 T的症 寸N % N % N % 
｜運動歴有 ｜ 42% 34% 24% 有る者 226 41.6 187 34 .4 130 23.9 
無い者 428 40.2 386 36.2 251 23.6 ｜運動歴無！ 40% 36% 24% 
t口>. 言十 654 573 381 
50 100% 
2.健康意識
(1) 身体の基礎数値の認識
自己の血液型，平常血圧，脈挿を知っているか，否かで健康意識を知ろうとしたもので
あるが結果は予想以上よく， 「血液型」では90%に近い者が知っていた。これは常識であ
るという事ばかりでな く，交通戦争の現代に生きる人間の自己防衛の結果と もいえよう。
表5 身体の基礎数値の認識度
｜民 20 代 30 代 40 代 総合
N % N % N % N % 
平 有 24 49.0 15 44.1 15 55.6 54 49.1 
常 鑑 24 55.8 38 35.8 32 38.1 94 40.3 
t脈専
計 48 52.2 53 37.9 47 42.3 148 43.1 
血 有 29 52.2 25 73.5 20 74.1 74 67.3 
生正 22 51.2 59 55.7 53 63.1 134 57.5 
圧 言十 51 55.4 84 60.0 73 65.8 208 60.6 
血 有 42 85.7 30 88.2 26 96.3 98 89.1 
液 無 34 79.1 93 87.7 71 84.5 198 85.0 
型 計 76 82.6 123 87.9 97 87.4 296 86.3 
?
?
??
???
?
?
?
?
??
? ?
?
?
?
?
????
? ? ?
???????
っ
???
???? ?
?
????
?
っ
?
??? ?????っ
??
運動歴の有無で比較すると，いずれも運動歴を有する者がわずかに秀れている傾向があ
るだけで，運動歴の有る者が自己の身体に対して関心が高いとは一概にはいえない。ただ
「血圧」については差の検定の結果ジー3.0で有意で、はないが10%以内の危険率であった。
・平常脈挿
有者と無者の差
・血 圧
有者と無者の差
x2=2.33 
有意ではない
x2 =3. 0 
α＝0.1で有意
・血液型
有者と無者の差
x2 =l. 06 
有意ではない
(2）健康維持の工夫
健康を保つためにどのような工夫をしてい
るかであるが，図4からもわかるように「睡
眠を充分とるようにしている」 「栄養に気を
つけている」 「無理をせず身体を休めるよう
にしている」に過半数を越える結果がでた。
それに比べ「運動をする」が，も っと増えな
ければ「食べて，寝て，無理をせず身体を休
める」だ、けでは健康は保てないであろう。
運動歴の有無の差は認められなかった。
3.生活構造
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図4 健康維持の工夫の比較
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生活時間のすべてについて知る事が困難であるので，予備調査の結果からみて一週間の
うち平日として水曜日，特殊な日の土曜日，休日の日曜日の 3日について一日の生活時間
を記入してもらった。それを分析し余暇時間をどれくら いみい出 しているか。余暇時間の
うちどれく らいスポーツ及び身体活動に当てているかを運動歴の有無でみた。
表6 余暇時間に対するスポーツ時間の割合の比較（年代別）
運
余時に＼ま前暇；時すグ＼割間る、合え＼ポ＼一、、、、年～、~ 20代（有 41) 30代 （有34) 40代（有16) 手＆ l口:,. 動 無 2 無 46 無33
歴 % % % % 
有
スポ ツー時間水，土， 日の計 3,925分 2,765 
12.8 
690 7 ,38( 
17.1 10.6 14.4 
余暇時間水，土，日の計 22,970分 21,635 6,510 51, 115 
生E
スポーツ時間水，土，日の計 1,470分
15.1 
2,895 
12.7 
1,770 
12.6 
6,135 
13 .1 
余暇時間水，土，日の計 9,765分 22 ,810 14, 100 46,675 
運動歴の有る者は生活時間の13%を余暇時間に当てていることが判った。これは時間に
すると 1日平均 187分に相当する。運動歴の無い者は10.7%で 1日平均 158分に相当する
この余暇時間のうちスポーツ及び身体活動に当てている時聞はどれくらいか。 表 7は余暇
時間に対するスポーツ及び身体活動時間の割合を年代別に運動歴の有無で比較したもので
ある。この表でみると運動歴の有る者が余暇時間の14.4%をスポーツ及び身体活動に当て
ていることが判る。時間にする と1日平均約26分に相当する。運動歴のない者は13.1何で
時間にすると 1日平均約20分に相当する。余暇時間に対するスポーツ及び身体活動時間の
割合では運動歴の有無による差がほとんどみら れないが時間で比べると 1日平均約6分の
差がある。年代別に相当時間で比較してみると20才代の運動歴有者は 1日平均約31分， 20
才代の無者は約23分，30才代の有者は約23分，30才代の無者は約19分， 40才代の有者無者
とも約19分となり ，年代が進むにつれ両者の差は少な くなっている。又20才代の有者と30
才代の無者， 40才代の者有無者との聞には12分もの差がある。これは朝のテレビ体操の時
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ろう 。
間よりも長く 1週間では 1時間以上にもなり長い日でみると両者の聞には遠いが出るであ
しかしこの20～30分の時間を毎日平均して行なっている者は少なく，土曜日，日曜日 に集
中しているようである。この傾向は特に20才代に多くみられる。健康の為には短かい時間
でも毎日続けるということが大切で、ある。
4.スポーツ及び身体活動
(1）関心 度
「現在よ り余暇時聞が多くなったら何がしたいか」という質問に対し，運動歴の有る者
は「読書をしたい」 43.6%, 「旅行をしたい」 37.3%, 「スポーツを したい」 31.8%，運
動歴の無い者は「読書」 33.0%，「旅行」 図5 余暇時聞が増加したら行ないたい事項
30.5%, 「習い事」 25.8%と回答してい
る。 こごで注目したい事は運動歴の有る
者は「スポーツJ を第3位にあげている
のに，運動歴の無い者は6～ 7位にあげ
ていることである。 「スポーツ」に対し
ての両者の差の検定結果はx2=25.6で、α
=0.01で著しく 有意と出た。このこと か
ら運動歴の有る者はスポーツに関心が高
いとこいう事がいえよう。
運動歴有者
運動歴無者
買
?????
事｜ 他
旅 習｜そ
??
?
?
?
?
い ｜の
イ丁寝 談 物
表7 余暇時聞が増加したら行ないたい事項
）と20・ 代 30 代 40 代 草色 Z口'-有49 無 43 有34 無 106 有27 無u 有110 生正233N % N % N % N % N % N % N % N % 
畳 寝 7 14.3 7 16.3 3 8.8 8 7.5 3 11.1 11 13.1 13 11.8 26 11.2 
雑 舌”グ1.<℃ 3 6.1 5 11.6 。。3 2.8 2 7.4 2 2.4 5 4.5 10 4.3 
貝国 物 4 8.2 6 14.0 4 11.8 13 12.3 3 11.1 4 4.8 11 10.0 23 9.9 
テレビ観覧 。。2 4.7 1 2.9 13 12.3 2 7.4 ll 13.1 3 2.7 26 11.2 
ニ員手冗土 書 21 42.9 15 34.9 17 50.0 34 32.1 10 37.0 23 27.4 48 43.6 77 33.0 
スポ ー ツ 18 36.7 7 16.3 10 29.4 8 7.5 7 25.9 8 9.5 35 31.8 23 9.9 
旅 f’丁－ 25 51.0 21 48.8 7 20.6 27 25.5 9 33.3 23 27.4 41 37.3 71 30.5 
習 い 事 7 14.3 9 20.9 12 35.3 29 27.4 6 22.2 22 26.2 25 22.7 60 25.8 
そ の他 4 8.2 2 4.7 1 2.9 5 4.7 2 7.4 1 1.2 7 6.4 8 3.4 
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(2） 実施度
昭和44年5月～45年 5月に何か運動したと答えた者を
現在運動を実施 している者とし運動歴の有無で比較して
みると表 8のとおりである。
表8 現在運動を実施している者
運動歴の有る者の78.2%が何ら かの運動を実施している
運動歴の無い者は45.5%で実施度 に大きな差がみられる
一差の検定結果はx2=32 .4でα ＝0.01で著しく有意で、あ
った。又実施した種目は20種目以上と広範囲で、ある。
(3) 実施していない理由
運動歴
有者
無者
言十
実施している者
N % 
86 78.2 
106 45.5 
192 
実施していない者
N % 
24 21.8 
127 55.5 
151 
スポーツ及び身体活動を菊 包していない理由を記入す る欄に実施している者の記入が多く
みられた。これは矛盾しているようだが，実施の量や質に不満があるのではないかと判断
する。
実施していない理由を，A社会的理由
（「近 くに施設や場所がない」 「仲間がい
ない」など） B家庭的理由（「経済的に無
理」 「老人・子供に手がかかる」 「病人
がいる」 「家事労働で疲れる」），c個人
的理由（「時聞がおしい」「運動が嫌い」「運
動すると疲れる」「病気がち」）の三つに分
~ネ
有る者
無い者
合 計
表9 実施していない理由
社会的理由 家庭的理由 個人的理由
N % N % N % 
65 38.5 31 18.3 73 43.2 
25 20.7 36 27.8 60 49.6 
90 31.0 67 23 .1 133 45.9 
類した。これを運動歴の有無で比較してみると社会的理由では有者が多く，家庭的理由で
は無者が多い。
内容をみると，社会的理由では 「近く に施設や場所がない」次いで 「仲間がいない」の
順であり，運動する ことに直接的な理由であるのに対し， 家庭的理由では 「家事労働ても疲
れる」 「老人 ・子供に手がかかる」が多 く，それらは間接的な理由であるので工夫によっ
ては解決でき そうである。
このことから運動歴の有る者は直接的な理由が高く ，無い者は間接的な理由が高いとい
える。
差の検定の結果は社会的理由のx2=90.2で99%で著しく有意，家庭的理由のx2= 7. 7ても
図6 実施していない理由の比較
「 社 会 的 理 由 T 宰庭的理由 T 個人的 理 由
運動歴有 ｜ 例 I 1s 43% 
運動歴無 ｜ 21% I 30% 50% 
。% 50% 100% 
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99ヲる以下で著しく有意であった。
(4) 家族との関係
運動を実施する事に対する家族の理解度をみると81.5%が「理解がある」と答えている
また「家族と運動する」者は表10の通りである。これでみる と運動歴の有る者の52.7%
が家族と運動をしており， 運動歴の無い者は35.6%と少ない。これは年代別でみると一層
明らかで， 30～40才代の運動歴有者は特に高い割合を しめている。その理由は子供が運動
相手に調度よい年令であるこ とが関係しているのであろう。これに対して20才代の運動歴
無者では18.6%と非常に低い。運動する相手が同僚や友人であったり，年代的に子供に子
がかかるということがあり他の年代に比べ全体的に低いのであろう。
年代の差こそあれ， 運動歴のある者は無い者に比べ家族と運動する者が多いといえる。
x2=s8.4で99%以下で有意で、ある。
表10 家族と運動する者
~ょ 20 代 30 代 40 代N % N % N % 
有る者 20 40.8 22 64.7 16 59.3 
無い者 8 18.6 46 43 .4 29 34.5 
合計 28 30 .4 68 48.6 45 40.5 
総 合
N % 
58 52.7 
83 35.6 
141 41.1 
図7 家族と運動する者
包囲 運動歴有者
園田 運動歴無者
家族と運動するときの種目は表11の通りである。第一位はパ トミントンで，家族と運動
する者の63.1%が行なっている。第二位はバレーボールの18%である。 これは予想、より低
かった。というのはバレーボールの運動歴の有る者が49名，現在実施している者12名で他
種目をしのいでいるからである。家族でバレーボールを行なう事の困難性がどこかにある
のではないか。第三位は卓球，スキーである。
運動歴の有無で比較すると上位のパ トミン トン，バレーボールでは運動歴の無い者の方
が多く ，卓球では運動歴のある者の方が多かった。
運動歴の有る者で実施種目に対する割合はパト ミン トン50%，卓球19%，スキー，キャ
ッチボール15.5%，バレーボール13%と続き運動歴の無い者ではパト ミン トン72.3%，パ
νー ボール21.7%，スキー12%と続く。このことから運動歴の有る者は無い者に比べ種目
に片寄りが少ないことが判る。
5.運動歴と実践の関係
ここでは運動歴の有る者についてのみ，みていきたい。
1年以上継続して経験した種目についてその種目の運動歴があると した。
まずなんの運動歴を持つもの
がどれくらい居るかである。
一番多いのはバレーボールで
運動歴の有る者の44.5%であ
る。次いで卓球の31.8%，ス
キー20.9%，バスケットボー
ル16.4%，陸上13.6%，テニ
ス10%で以下表12の通 りであ
る。
運動歴の年数については詳
しく記さないが， 1年以上3
年以内が多 く， 6年以上はバ
レーボール，スキーにみられ
た。
(1) 実施可能性度
過去の運動歴が実施に大き
な影響をもっているであろう
事に注目し，晴好的観点から
今後その種目を実施する可能
性がどれくらいあるか種目別
に比較してみたのが表13であ
る。
Aは「現在も実施している
者」， Bは「今後条件が満たさ
表1 家族と行な う運動種目
よど 20 代 30 代 40 代有 N 無 N 有 N 無 N 有N 無 N
バトミントン 6 6 JS 25 8 18 
ノfレーボール I 2 5 8 2 8 
ス キ I 。 5 6 3 4 
卓 球 7 I 。 4 4 3 
キャッチボール 。 。 5 9 4 。ソフトボール
な わ と び I 。 3 5 I I 
ボウリン グ 4 。 I 3 。 I 
水 初t 2 。 2 3 。 I 
ス ケー ト 2 。 I 4 。 。
散 歩 2 。 。 3 I I 
美容 体操 I 。 。 I 2 I 
テノレピ 体操
ラジ オ 。 I I 。 。 2 
ア 一 ス 。 。 2 I 。 。
ピクニック ・ノ、 。 。 。 2 。 I イキング（歩く）
サ 、y カ 。 。 。 I 。 。
コキ jレ フ 。 。 I 。 。 。
軽 登 山 。 。 。 I 。 。
ランニングP 。 。 。 I 。 。
ダ ン ス I 。 。 。 。 。
乗 ，馬 I 。 。 。 。 。
れたらまたやってみたい者」， Cは 「自己に適していると思う者」とした。
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止’い公じ i口Is. 
有N 無N
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8 18 
9 10 
JI 8 
9 9 
5 6 
5 4 
4 4 
3 4 
3 4 
3 2 
I 3 
2 I 
。 3 
。 1 
I 。
。 I 
。 I 
I 。
I 。
その種目を選択した積極性と晴好度から Aを3点， Bを2点， Cを1点とし実施可能性
度Lを出した。
L 
A×3+B×2+c×1 
種目の運動歴有者数
これからみるとダンスの実施可能性度は4.33点，パ トミン トン2.63点、， スキー2.39点，
体操2点と高く，次いでバレーボール，卓球，テニス，登山の順である。バスケ ットボー
ル，陸上は非常に低くかった。
この事は「施設」 「仲間」 「家庭の事情」等にばか り問題点があるのではない事をしめ
しているのではないだ、ろうか。
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表12 運動歴の種目の割合
運動歴種目 人数 9も 運動歴種目
バレーボール 49 44.5 f本 操
卓 球 35 31.8 ヌよえ王 山
ス キ 23 20.9 日 舞
バスケッ トボール 18 16.4 洋 舞
陸 上 15 13.6 弓 道
ア ス 11 10.0 オ1 泳
ノf トミントン 8 7.3 婦人スポーツサー クル
ソ フ ト 8 7.3 な ぎ な た
ダ ン ス 6 5.5 乗 j馬
ス ケ ト 5 4.5 美 出宅全 ｛本 操
(2) 実施していない理由（過去の種目）
運動歴をもっ種目が現在実施されていな
い理由をみると，社会的理由が多くしめて
いる種目は卓球の 51.6%，ダンスの50%パ
スケットボールの 46.1%，体操の50%で，
表13 運動歴種目と実施可能性度
人数 % 
運動歴種目
実施可能性度
5 4.5 A B c L 
N N N N 
5 4.5 バレーボール4骨 12 16 10 I. 59 
4 3.6 卓 域3日 6 13 7 1.46 
4 3.6 ス キ 一間 1 8 6 2 .39
4 3.6 バスケットボーJ内田 1 0 0 0.1 
2 1.8 陸 上(I日 0 1 0 0 .13 
2 1.8 ア ス（1 1 4 3 1.27 
1 0.9 
ノTトミントン（8) 3 4 4 2 .63
ソフ トボ－ Jt,{8) 1 1 2 0.5 
1 0.9 
ダ ン ス（6) 5 4 3 4 .3 
1 0.9 
体 操（5) 3 0 1 2. 0 
スケー ト（5) 1 0 0 . 6 
登 山（5) 1 0 3 1. 2 
日 舞｛41 0 1 0 0目5
表14 運動歴をもっ種目を行なっていない理由
運動歴の種目 社会的理由 家庭的理由 個人的理由
バレーボール
N % N % N % 
14 36.8 9 23.6 15 39.4 
「 社会的理由丁寧庭的理由丁 個人的理由 寸
37% l制 ｜ 39% 
卓 球 16 51.6 4 12.9 1 35.4 52% I 13I 35% 
ス キ 8 40.0 4 20.0 8 40.0 40% 40% 
ダ ン ス 2 50.0 1 25.0 1 25.0 50% 25% Iぉ
ア ス 3 37.5 2 25.0 3 37.5 38% 25% 38% 
ノf トミントン 3 37.5 2 25.0 3 37.5 38% 25% 38% 
バスケットボール 6 46.1 3 23.0 4 30.7 46% I 23% I 31% 
陸 上 競 技 3 25.0 3 25.0 6 50.0 25% 25% 50% 
ソフトボール 3 33.3 。。6 66.7 33% 67% 
ス ケ ト 1 25.0 1 25.0 2 50.0 25% 25% 50% 
f本 操 2 50.0 1 25.0 1 25.0 50% 25% I 25% 
玄主き牛と 山 1 25.0 。。3 75.0 25% 75% 
日 舞 1 25.0 。。3 75.0 25% 75% 
弓 道 1 33.3 。。2 66.7 3% 67% 
。% 50% 100% 
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いずれも施設や場所が必要な種目である。個人的理由が多くしめている種目は陸上の50%
スケートの50%，登山の75%，日本舞踊の75%，弓道の67%で個人種目にみられた。なお
家庭的理由が30%以上しめる種目はなかった。
N ま と め
以上，婦人の健康についての調査資料を分析したところ，次のような結果が出た。
①運動歴の有る婦人と無い婦人の聞には健康観の遠いがみとめられない。
②健康意識については血圧の認知で運動歴の有る者がわずかに高かったのみで，健康
維持の工夫でも差は認められなかった。
③ 余暇時間に対するスポーツ及び身体活動時間の割合は，運動歴の有無によって大き
な違いはなかったが，余暇時間に30分の差がみられ，過ごし方によっては大きな差が
出る可能性が考えられる。
④ スポーツ及び身体活動については運動歴の有る者の方が実施度もはるかに高く，余
暇が増えたら「スポーツをしたい」など関心度も高い。
家族と運動するものは有者の方がかなり多く，特に30～40才代の有者が多い。
また種目に片寄りが少ない事がいえる。
実施していない理由では，社会的理由（直接的理由）が有者に多く，家庭的理由
（間接的理由）が無者に多い。これらについても解決法を具体的に考えていく必要を痛
感する。
⑤ 過去の運動歴が実践に与える影響は，種目によって差があることが判った。
実施可能性度の高い種目ほど条件が備うに従って実践へと結びついていくだろうが，実
施可能性度の低い種目では条件を備えただけでは実践に結び、ついていかないと考える。
それを少しでも実践に結びつけていく為には運動の必要性だ、けを解くのではなく，運動種
目それぞれの晴好度を高める方法をもっと研究していく必要があろう。運動がスポーツマ
ンだけのものに弟冬らないでほしい。
最後にこの研究に資料を提供くださった栄養短大奈良くり先生，札幌大学太田恭子先生
藤女子大川端ひろ子先生，道女子短大布上先生，久保田先生に厚くお礼申し上げます。
(1971・4・1) 
